
学科名：

平成３０年度計画 平成３０年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成３０年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 該当する項目に
ついては、セルを分割して、上段に
中間報告、下段に最終報告を記載す
る。

大学ホームページで公表し、情報の
更新に努めている。

〇 〇

大学ホームページで公表し、情報の
更新に努めた。

〇 〇

中期目標・中期計画に基づく年度計
画を立て、目標達成に向けて、定期
的に見直しを行っている。

〇 〇

中期目標・中期計画に基づく年度計
画を立て、目標達成に向けて、定期
的に見直しを行った。

〇 〇

公正な人事が行われるよう、規程の
整備を行っている。

△ △

公正な人事が行われるよう、規程の
整備を行い、学部間の統一を図っ
た。

〇 〇

障がい学生からの希望を聴取し、
ノートテイク等の授業補助を行って
いる。

〇 〇

障がい学生からの希望を聴取し、
ノートテイク等の授業補助を行っ
た。

〇 〇

ガイドラインに沿って、研修を実施
した。

△ 〇

ガイドラインに沿って、研修を実施
し、規程の整備に努めた。

〇 〇

2団体と連携協定に向けて調整が進
んでいる。

〇 〇

岡山市中区、岡山県立大学と連携協
定を締結し、1団体と連携に向けて
調整中である。

〇 〇

昨年度の報告書を作成した。また今
年度も公開講座をはじめ、各種セミ
ナーを開催している。

〇 〇

昨年度の報告書を作成した。また今
年度も公開講座をはじめ、各種セミ
ナーを開催した。

〇 〇

教員の募集・採用・昇格等に関する
規定及び手続きを明確にして、適切
な教員人事を行う。

内部質保証システムの適切性について
定期的に点検・評価を行い、その結果を
もとに改善・向上に向けた取り組みを行
う。

障がいのある学生に対する支援体制を
整備し、修学支援措置を適切に行う。

研究倫理を遵守するための必要な措置
を講じ、適切に対応する。

社会へのサービス活動、地域交流・国際
交流事業への積極的参加など、学外組
織との連携協力による教育研究を推進
し、教育研究成果を適切に社会に還元
する。

社会連携・社会貢献の適切性について
定期的に点検・評価を行い、その結果を
もとに改善・向上に向けた取り組みを行
う。

本学主催の公開講座においてはアン
ケートをとり、次年度の計画に活か
す。

「地域貢献報告書」を作成し、１年
間の取り組みの成果をまとめる。

［内部質保証］
教育の理念・目的を実現するため
に、内部質保証システムを構築
し、恒常的・継続的に教育の質の
保証及び向上に取り組む。

教育研究活動、自己点検・評価結果、財
務、その他の諸活動の状況等を適切に
公表し、社会に対する説明責任を果た
す。

大学ホームページで公表する。 大学ホームページで公表する。

自己点検・評価・改善委員会を計画
的に開催し、達成状況を定期的に確
認することを通して、改善・向上に
繋げる。

自己点検・評価・改善委員会を計画
的に開催し、達成状況を定期的に確
認することを通して、改善・向上に
繋げる。

関係部署と連携し、ノートテイクな
ど必要とされる修学支援措置を行
う。

関係部署と連携し、ノートテイクな
ど必要とされる修学支援措置を行
う。

研究活動における不正行為への対応
等に関するガイドラインに沿って規
程の整備に努める。

研究活動における不正行為への対応
等に関するガイドラインに沿って規
程の整備に努める。

自治体、企業等と連携協定を積極的
に結び、地域社会の活性化や振興に
取り組む。

自治体、企業等と連携協定を積極的
に結び、地域社会の活性化や振興に
取り組む。

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 　総務課

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現するため
に、社会連携・社会貢献に関する方
針を明確にし、その方針に沿って社
会との連携に配慮し、教育研究成果
を広く社会に還元する。

　部局及び学科における３０年度計画と実行計画

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適

［教員・教員組織］
教育の理念・目的を実現するため
に、求める教員像や教員組織の編
制方針を明確にし、それに基づく
教員組織を整備するとともに、
ファカルティ・ディベロップメン

［教育研究等環境］
教育の理念・目的を実現し、学生の
学修及び教員による教育研究活動
を必要かつ十分に行えるよう、教育
研究等環境の整備に関する方針を
明確にし、その方針に沿って学修環

中　期　目　標 中　期　計　画

学部・研究科と連携を図り、適切な
事務処理に努める。

教授会規程、研究科委員会規程、教
員任用基準、教員選考規程、人事委
員会規程、人事の進め方(運用内規)
を遵守し、公正な人事が行われるよ
う努める。

計画：平成30年5月18日／中間報告：平成30年9月30日／最終報告：平成31年3月31日



規程に基づいて、意思決定は適切に
行われている。

〇 〇

規程に基づいて、意思決定は適切に
行われた。

〇 〇

学内諸規程の内容の整合性を図るた
め、全学での見直しを実施してい
る。

△ △

学内諸規程の内容の整合性を図るた
め、全学での見直しを実施した。

〇 〇

業務の電算化・電子化を部内目標に
掲げ、効率化を進めている。

△ △

業務の電算化・電子化を部内目標に
掲げ、効率化に努めた。

△ △

新入職員研修、SD研修等のほか、学
外の研修会にも積極的に参加し見識
を深めている。

〇 〇

新入職員研修、SD研修、FSD研修等
のほか、学外の研修会にも積極的に
参加し見識を深めた。

〇 〇

②③事務組織の第一段階の改編を10
月に行い、第二段階の改編を4月に
行うべく、検討を進めている。
教職員対象の学内SD研修を実施し
た。また、学外研修にも積極的に派
遣している。

△ 〇

②③事務組織の第一段階の改編を10
月に、第二段階の改編を4月に行
い、次年度以降も検討を進める。
教職員対象の学内SD研修、FSD研修
を実施した。また、学外研修にも積
極的に派遣した。

△ △

①学内外の情報収集・解析に基づく戦
略的な大学改革を推進し、エビデンスの
可視化、周知と相互理解を図り、組織的
活動をPDCAサイクルで活性化する。
②センター・委員会組織の機能強化、全
学的な組織・制度改革を検討し、教職協
働を促進して、中期目標計画を着実に
実行する。
③事務組織の充実・効率的な運営、FD・
SD活動の活性化と学内外での教職員研
修の推進による資質の向上を図る。
④実効性ある教職員業績評価制度を推
進して、活力ある組織への転換を図る。

事務業務処理の電算化、事務業務のア
ウトソーシングの実施など、事務機能の
改善・業務内容の多様化への対応策を
とる。

事務職員の資質向上に向けた研修等の
取り組みを行う。

関係法令に基づく管理運営に関する学
内諸規程を整備し、適切に運用する。

学長及び管理職、教授会等の権限と責
任を明確にし、意思決定プロセスを適切
に行う。

紙媒体の処理から電算化へ移行でき
る業務の検討を行い、効率化を図
る。

紙媒体の処理から電算化へ移行でき
る業務の検討を行い、効率化を図
る。

学内での研修を実施するとともに、
学外での研修に積極的に職員を派遣
する。

学内での研修を実施するとともに、
学外での研修に積極的に職員を派遣
する。

①大学として組織的な大学改革の方
針に従い学内外の情報収集を行い、
具体的な改革を進めていく。
②③学園本部と連携し、事務組織の
編成及び職務内容の検討を行い、教
職協働ができる効率的な多機能型の
組織に再編成する。教職員に学内で
の研修を実施するとともに、学外で
の研修に積極的に派遣する。

①改革の方針内容により情報収集を
行う。
②③学園本部と連携し、事務組織の
編成及び職務内容の検討を行い、教
職協働ができる効率的な多機能型の
組織に再編成する。教職員に学内で
の研修を実施するとともに、学外で
の研修に積極的に派遣する。

教学執行部会規程、教授会規程、大
学教育研究評議会規程に則り、プロ
セスを踏み、意思決定を適切に行
う。

関係法令に基づく学内諸規程の改正
等を遺漏なく行い、遵守する。

学内諸規程の全面的な見直しを実行
する。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。
（１）組織的な大学改革への取り
組みと活力ある組織への転換によ
る教学ガバナンスの強化
（２）3ポリシーを具現化して学
生の成長を促進する教育改革と多

［大学運営・財務］
教育の理念・目的を実現し、大学の
機能を円滑かつ十分に発揮するた
めに、大学の運営に関わる方針を
明確にし、その方針に沿って明文
化された規程に基づき適切な大学
運営を行い、また、教育研究を支
援しそれを維持向上させるため
に、適切な事務組織を整備すると
ともに、絶えず職員の資質向上に
取り組み、必要かつ十分な財政的
基盤を確立して、大学運営を適切
に行う。

教学執行部会規程、教授会規程、大
学教育研究評議会規程に則り、プロ
セスを踏み、意思決定を適切に行
う。

【平成３０年度大学院・大学の主要事業計画と改革の重点事項】



②ホームページ、大学ポートレート
において、常に新しい情報を発信す
ることに努めている。

〇 〇

②ホームページ、大学ポートレート
において、常に新しい情報を発信す
ることに努めた。

〇 △

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）平成３０年度実行内容は、平成３０年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。

（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

①高大接続に対応した新入試制度や特
待生制度を見直して優秀な入学者を確
保するとともに、奨学金制度のさらなる充
実、学生寮を整備するなど、経済的に修
学困難な学生への支援を強化する。
②ホームページや大学ポートレートの充
実、教員の高校訪問の機会を増やして
本学の強みや特色を根気よく伝えていく
など、入学志願者の増加につながる戦
略的な入試広報活動を展開する。

②本年5月のホームページリニューア
ルに伴い、大学ポートレートも内容
の充実を図る。

②ホームページ、大学ポートレート
の内容の充実・更新に努め、常に新
しい情報を発信する。

生の成長を促進する教育改革と多
様性豊かな人材育成の推進
（３）学内環境の整備と学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化による学生の満足度向上
（４）入試・奨学金制度改革によ
る優秀な学生の確保と効果的な入
試広報活動の充実
（５）教員研究力・地域貢献力の
向上・活性化によるイノベーショ
ン創出とグローバル化推進

（１）平成３０年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載す
る。


